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注 意 事 項 

 

 ① 開始合図があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。 

 ② 受験番号、氏名を問題用紙、解答用紙、メモ用紙の所定の欄に記入してください。 

 ③ 開始の合図があった後、問題用紙を確認し、印刷不鮮明の箇所などがあった場合は、

直ちに申し出てください。 

 ④ 解答はすべて解答用紙の所定の欄に記入してください。 

   なお、解答は横書きで記入してください。 

 ⑤ 試験時間中の退室はできません。                         

 ⑥ 問題用紙、解答用紙、メモ用紙は、試験終了後回収します。 
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問題 

 

次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

 

「時が流れる」と、ひとは言う。 

が、時とは、河の流れのように、かんたんに流れてくれるわけではない。 

たとえば、ぺしゃんこになるまで踏みつけられた、あるいはごそっと肉を

えぐりとられた、としか言いようのない過去の出来事。ちらっと思い出した

だけで 軀
からだ

ががたがた震えてしまう過去の傷。口では「過去の」と言ってい

るが、それはほんとうは過去の出来事なのではない。それはいまでもふとわ

たしの表情をよぎるものであり、フラッシュバックというのだろうか、ちょ

っとしたきっかけでわたしをぐらぐら揺さぶる。その烈しさに衰えはない。

過去が文字どおり過ぎ去ったものだとすると、それはいまもわたしのどこか

で疼
うず

いている。そう、いつまでも過去になってくれない出来事、「いま」か

ら滑り落ちていってくれない出来事である。 

 待つというのもよく似た時間の出来事である。 

 これ以上待ちつづけたら身が崩れる。ばらばらになってしまう。この一分

すら耐えるのがむずかしい。時間が苦痛の持続そのものになっている。時間

の地平は塞
ふさ

がりきって、あしたのことなんか考えることもできない。まして

や半年先のことなんて。また同じことのくりかえし。期待を抱けば、ちょう

どそれと同じ、いやそれ以上の疲労が後にかならず襲ってくる。その疲労を

受けとめるだけの余裕が、圧
お

しひしがれたわたしにはもうない・・・・・・。

そしてぼそっとつぶやく。「わたし、もうこれ以上待てないわ」。 

 これをこんどは、過去の傷についてすでに言ったように、いつまでも現在

になってくれない未来、「いま」へと到来しない未来だと、言っていいだろ

うか。 

 未来があるというのは、希望があるということ、いや希望を容
い

れることが

できるということである。これにたいして、絶望とは、未来に何も託さない、

いや託せないということである。そうはたしかに言える。 

 あるいは、もっと一般的に、未来を夢みたり、未来に目標をもつことがで

きるということ、これが、過去に愉しい思い出や苦い悔恨をもつこと、過去

のじぶんの行為に責任をとることとともに、ひとであることの証
あか

しである。

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



未来や過去をもてるというのは、現在から離れるということであり、現在に

あって不在のものを思うことができるということである。 

 さきに、いつまでも過去になってくれない疼きの「いま」にふれたが、疼

きは原因となった出来事が過ぎ去ったにもかかわらず、いまも執拗にわたし

に襲いかかる。その意味では、これもひとであることの証しである。これに

たいして激しい苦痛は、ひとを「いま」に閉じ込める。激痛に見舞われてい

るとき、わたしは激痛が消えたあとのことを思って、気を紛らす余裕がない。

過ぎ去った昔の思い出に安らかに浸ることもできない。二、三分後、二、三

分前のことすら考えることもできない。文字どおり、ひとは「いま」に貼り

つけられる。 

 くりかえすが、未来があるというのは、だから、希望をもてるということ

である。何かを待つことができるということである。Ｖ・Ｅ・フランクルに

よれば、強制収容所では、クリスマスから新年にかけて、いつも大量の死亡

者が出たという。これは、苛酷な労働条件によるものでも、悪天候や伝染性

疾患によるものでもない。「クリスマスになったら家に帰れるだろう」とい

う、素朴な希望に多くの収容者が身をゆだねた結果だというのである。苛酷

な毎日が続くなかで生き延びるには、ありえないような極小の希望にそれで

も身をあずけるよりほかない。 

それすらも粉々に砕かれたのである。(1439 字) 

 

 

引用：鷲田清一，「待つ」ということ，角川選書，2019，ｐ20-22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



問 1 

著者は、「待つ」というのは、未来からみて、どのような時間の出来事とし

て捉えているか、３０字以内で説明しなさい。 

 

 

 

問２ 

課題文を２００字以内で要約しなさい。  

 

 

 

問 3 

現代は、「待たない社会」「待てない社会」と言われている。著者の主張を踏

まえて、ひと(人)にとっての「待つ」ことの意味についてのあなたの考えを

６００字以内で述べなさい。  

 

 

 

 

 

 


